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重水 に よる ウ ニ 外腸 胚 の 形成

星　元 紀 ・小 野寺
一

清
＊ ・

永井克孝
＊
（北海道大 学低温

研究所・＊
東京大 学医医科学研究所）

Exogastrulation　induced　by　deuterlum　 oxide 　 in
the　sea　urchin ，　丑 召2ηゴo¢ P露70 ’躍 5　ρ翼 1‘heプrimus

MoToNoRI 　HosHI ，　 K 且 zuKIYQ 　ONoDERA
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　YOSHITAKA 　 NAGAI

　 重水含量 の 高 い 人工 海水 （重水濃度 70．9 程度以

上 〉中で は ウ ニ 卵 の 分裂 が 阻害され る （Gross 　 and

Spindle
，

ユ960）が こ れ は微小 管 の 安定化 に よ り分裂

装置 が
‘‘
凍結

”
さ れ るた め で あ る （Marshland　and

Zimmerman
，
1963，　 Inou6　1963−・1967）。 著者 らは ，

重水含量 50％ 以下の 重 水海水中 で パ フ ン ウ s の 受

精 お よ び初期発生を観察 し ， 次の よ うな知 見 を え た 。

　 こ の よ うな海水中で は

　 1） 受精 は 正 常 に 行な わ れ る 。

　 2） 分裂 ・
発生 の 遅延 はみ られ る が ， ほ ぼ 正常な

形 態 を し た胞 胚 に な る 。 しか し

　3） 原腸 胚 形成は著 る しい 影響を うけ ， 高頻度 で

外腸胚 に な る 。 （50％重水海水 で は 100％ ，25％ 重

水海水 で 80％ が 外腸 胚 に な る ）。

　4）　 こ の よ うな異常胚 で も ， 全体 の 形 は プ リ ズ ム

胚 ない し初期ブル テ ウ ス 胚 様 に な る 。

　5） 外腸胚形成率 は，胚 を重水海水 へ 移す時期及

び重水濃度に よ る 。 未受精卵 （こ の 場合 は 重水海水

中で 媒 精 ）， 受精卵，32〜64 細胞期 ， 初期胞胚，ふ

化直後 の い ずれ の発生 段階 で 正 常海水 か ら重水海水

へ 移 して も ， 外腸胚形成率 に 差は な く ， 重水濃度 に

の み 依存す る （重水含量 25％ 以 下 で は外腸 胚形成

率は 重水濃度に 比 例
「
す る ）。

　6）　しか し間充織胞 胚 迄正常海水中で 発生 させ た

後，重水海水へ 移 す と ， 外腸胚 形成率 は著 し く低 下

す る。（50％重水海水中で 約 10％）初期嚢 胚 以降に

迄発生 した 胚を重水海水 に移 して も原腸の転出は全

くみ られ な か っ た。

　7） 重水海水 に よ る外腸胚形成は ム ラ サ キ ウ ニ で

は成功 しな か っ た 。

ウ ニ 卵 Phosphodiesberage 活性の 変動

石 田 克美 ・安増 郁夫 （早稲田 大学教育学部）

Change　in　rnoLecular 　weight 　of 　 phosphodieste・

rase 　from　sea 　urchin 　egg 　indiuced　with 　3’，　5’−

cyclic 　AMP

KATsuMr 　IsHDIA，　 IKuO 　YAsUMAsu

　 ウ ニ卵 の ph・・ph・Xiiest・・a ・e （P．・D．・E．）は 10−・M 以

上 の 3’
・ 5
’一

・y ・li・ ad ・n・・i・・ m 。・・ph・sph ・t・（・AMP ）

濃度 で Km ，，　 Vmax が と もに 増加す る 。 増加 した

Vmax
， は cAMP の 濃段 が 5 ＞（ 10‘tM

以 下 に な ら

ない と低下 しな い 。こ の Vmax
，
　Km の 変化は P．

D ．E．　inhibitorで あ る caffe三n に よ って 妨げ られ

る こ とは ない 。 P．　D 、　E．の cAMP 濃度 に よ る活性

変動 が ウ ニ 卵内 ・AMP 皴 の 細胞分裂に ともな う

律動的変化を引 き起すもの と考えられ る。一
方 ， こ

の 様な P．　D．E ．の 活性変動 は分子量 の 増加 ・減少を

と もな うと 考え られ る 。 即ち，10−5M 以 上 の cAMP

濃度 で は P・D ・E・の Vm ・・ は 大 き く， そ の 際の 分

子 量 は セ フ ァ
ロ ー

ス 4B カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ に よ

る と，活性 の 低 い P．　D ．　E．の 数倍の 分子量 で あ る。
こ の elution 　 pattern は ウ ニ 弊受精後 の ．　P ．　D ．　E．
活性 の 高い 時期 の P．　D ．　E．ク ロ マ ト グ ラ フ と一

致 す

る。活性 の 低 い 未受精卵 は低 い 分 子 量 に とど ま る 。

旗 未受精卵 の h・m ・genat ・ か ら P．　D ．　E ．を 部分

的に精製し，そ れ の cAMP に よ る粘性変化を測定

した。そ の結果 は ， 予想通 り，
10 −SM 以 上 の cAMP

に よ っ て 粘 性が 増加 し ，
25°C ，12分後に 最高とな り，

再 び 急速 に 粘性が低下 す る 。 低 下 し た 粘性は 再 び

10’＄M 以上の cAMP を投与すれ ば 高まり，再 び低

下 す る 。 投 与 し た cAMP の 分解を妨げ る 目的 で

caffein を投与 した 後 で は ，粘性は ，
　 cAMP で増加

す る が，低下 は 見 られ ない 。 即 ち ， 粘性 が 高 い ま ま

続 くた め に は ，
cAMP 分解 が あ っ て は な ら な い こ と ，

cAMP 投与後高ま っ た粘性 が 再び 低 下 す る こ と

は，P．D ．　E ．に ょ る cAMP の 分 解 と 考え られ る
。

こ

れらの 事実とセ フ ァ
v 一ス 4B の ク ロ マ ト グ ラ フ の

結果 か ら考 え る と ， P．　D．　E．が cAMP に よ っ て 重

合 し ， 分 子 量が増加す る と考え られ，重合 し た P ，

D 、E は 高い Vmax をもつ と考 え られ る 。
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